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佐
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懸
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鐙
緩

和
綿
入
区
械
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仇
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ス
務
総
帥
伸
、

来
年
十
二
月
の
苧
出
品
で
新
潟
の

中
市
内
側
用
品
曹
は
八
九
局
に
な
uv
ま

す
。
紋
胸
骨
替
え
は
、
布
絞
抽
地
附
仇

(
江
田
制
品
端
、
材
料
水
際
組
、
気
象

庁
予
報
綴
務
総
融
持
品
部
送
信
房
付

近
沖
体
制
州
北
電
話
交
幾
日
同
の
八
人

閥
均
絞
竣
〉
の
印
弱
震
滅
入
府
札
制
耐

を
荻
開
局
に
収
存
林
悩
え
し
ま
す
。

こ
め
器
物
分
、
渡
畿
の
明
世
話
番

号
は
変
革
{
し
な
い
予
定
で
す
。

ハ
市
外
刊
持
容
が

O
m間
七
一
い
い
災

わ
れ
ノ
市
内
世
間
設
は
新
し
く
八
九

尽
か
付
く
〉

こ
の
筋
合
が
で
き
ま
す
と
、

浅
潔
銭
外
に
な
っ
て
い
る
地
区

ハ
と
申
区
外
的
方
が
後
結
締
役
加
附

設
す
る
に
は
‘
制
別
殺
端
科
が
す
べ

て
加
入
品
覗
ゑ
制
闘
に
な
号
、
架
設

後
曲
朋
殺
は
‘
岬
屯
々
公
社
に
都
鵡
脚
楓

拙
醗
渡
と
な
ち
ま
す
。
}
の
を
大
務

分
が
新
潟
の
す
i
ピ
凡
…
開
始
と

期
間
臨
吋
に
勢
論
期
相
側
入
区
域
と
な
ち

ま
す
。な

お
、
現
在
電
信
電
綴
公
社

に
対
し
、
電
料
耐
の
終
仇
紙
崩
・
し
込

あ

時

a
E
p
i
i一一i-一吾妻-一言
EE--一奮さ一一喜一一芳喜ぬまま一
E事
主
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;
i
i
;
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n襲

翼

州

新

設

然

脅

菅

持

開

醤

悶

の

整

融

問

充

災

ん

い

o

m

i
慨
に
停
い
つ
ぎ
の
と
お
り
側
関
係

O
日

本

町

田

岡

韓

轄

を

宥

し

な

い

務

的

骨

受

付

制

剤

師

向

叫

広

言

相

自

主

義

添

い

お

し

ま

す

の

言

謡

曲

肱

務

、

お

よ

び

差

別

治

的

一

山

で

、

精

銀

翁

は

由

申

し

込

み

く

滋

務

傾

向

相

附

悶

十

六

匁

十

月

十

五

同

一
蜘
だ
宰
い
。
ハ
〉
淡
間
間
以
上
の
郊
に
ゑ
せ
ら
れ
況
か
ら
昭
和
問
間
十
六
匁
十
判

一

川

や

抑

帯

同

府

議

選

及

び

予

後

人

災

た

老

一

万

十

日

ま

で

交

付

け

ま

叩

一

川

保

母

九

翁

す

。

受

付

隣

町

糊

附

は

午

劫

樹

九

明

一
・

A

曹
受
数
学
館
帆

一

動

経

離

械

翻

綿

一

名

跡

吋

か

ら

午

後

簡

略

吋

ま

で

、

叫

一

山

品

取

務

士

一

名

ハ

V

山
中
し
込
み
噌
慣
に
必
要
な
幾
百
明
ゑ
綴
認
は
午
前
九
時
か
ら
叩

二

:
z
J
J
j
で
が
ぶ
三

ρ

正

午

ま

で

で

す

。

叫

…

言

受

験

資

絡

果

陵

琴

震

uAriZ

幽

一

概

沼

市

手

滋

製

J

F

Z
℃

A
V
そ

の

他

山

一
日
い
ず
れ
も
後
援
約
九
持
者
、
一
一
一
…
ふ
二
一
¥
?
:

一
…
も
し
く
は
関
空
間
十
七
年
総
〈
側
関
鶴
田
町
一
緒

(
4
1
t
o静
柄
数
料
開
制
お
よ
び
臼
穏
に

w

…
同
一
一
一
月
三
十
ゴ
口
ま
で
に
波
川

-A一一vfritいγ
三
次
一
二
f
…
以
つ
い
て
は
受
験
場
し
込
み
仲

間
引
叫
慈
取
引
得
見
込
の
畿
で
、
総
を
恋
人
し
山
沼
市
役
齢
制
、
舗
聞
社
者
に
追
っ
て
w
滞
緩
い
た
し
附

協
同
一
川
級
一
一
十
五
年
問
同
月
一
一
員
以
事
務
郁
朗
ヘ
樹
開
削
し
て
く
だ
さ
ま
す
。
…

蜘

昨

岬

降

に

金

ま

れ

た

者

い

。

O
怯
関
与
に
つ
い
て
は
市
め
給
酬

鱗

志

芸

、

去

に

装

工

O
申

し

込

み

警

に

は

殺

器

薬

芸

書

よ

る

。

ぃ

盟
加
者
ま
た
は
、
明
湖
動
計
引
終
卒
業
成
績
荻
酬
明
機
一
鴨
湖
、
後

O
そ
の
抽
出
務
総
に
つ
い
て
伽

鳴

m

の
続
開
明
に
波
紋
す
る
と
認
近
六
カ
月
以
内
v
h
臨
時
間
附
し
た
は
、
我
係
予
端
叩
役
所
内
端
隅
炉

め

ら

れ

る

宅

盗

支

史

学

身

、

制

語

、

蕊

絞

瀦

務

所

〈

電

話

八

一

一

鳥

山

叫
@
次
の
い
ず
れ
か
に
該
忠
明
ず
端
山
内
向
、
縦
六
担
、
持
朝
日
畑
V

三
蕊
一
番
V

へ
お
嗣
聞
い
川

町
る
者
一
は
受
験
で
者
家
殺
ニ
薬
ー
を
添
付
し
て
く
ャ
だ
窓
会
わ
せ
く
だ
さ
い
。
…

PTE--一一2322a14華
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み
役
さ
れ
て
い
る
方
も
緩
ぬ
の

ず
1
ピ
λ
間
関
仏
間
後
二
、
一
応
カ
月

中
に
特
訓
紫
綬
怒
れ
ま
す
u

ま
た
、
絞
殺
の
交
換
口
同
母
総

力
神
州
、
一
一
千
五
一
白
加
入
分
ま
で

湾
総
で
す
か
ら
、
期
制
注
品
仏
M
m
子

務

を

開

始

浴
で
向
州
柑
悶
品
川
に
入
っ
て
い
る
分

が
伯
郡
間
開
演
、
出
申
し
込
み
を
受
け

て
い
る
mw
が
一
ハ
紛
で
す
か
ら
、

ま
材
料
相
側
滋
品
制
緩
叫
が
あ
れ
ツ
ま
す
、

議
終
的
引
に
は
、
五
宇
都
人
的

幾
撲
に
な
る
計
畿
で
す
。

関
の
児
童
手
当
支
絵

三
人
間
開
以
降
の
児
童
に
田
月
額
三
千
符

決
孫
子
郊
で
は
、
独
自
に
十

八
議
未
満
の
児
童
一
一
一
人
以
上
の

家
庭
に
対
し
、
短
波
予
期
日
合
支

給
し
げ
し
ま
い
り
ま
し
た
が
、
固

に
お
い
て
も
、
さ
き
の
間
同
会
で

児
笈
手
掛
司
法
が
可
決
成
立
し
、

昭
翁
四
十
七
血
十
一
月
一
向
だ
か
ら

実
施
さ
れ
る
ζ
k
w
い
な
司
ま
し

先。
災
絡
内
容
は
次
の
と
お
uν
で

す。支
払
帽
の
対
象
と
な
る
}
叫
一
人
目

以
降
の
摘
ん
裁
は
数
般
的
関
に
鉱
大

す
る
と
、
と
に
し
て
お
ち
ま
す
の

で
、
緩
和
初
の
年
〈
昭
和
約
十
七

年
一
月

1
奴
出
抑
制
間
十
八
年
一
一
一

月
)
は
、
と
ふ
れ
も
《
米
歳
未
裁
の
-

狂

犬

病

予
妨
法
制
約

間
隔
拘
相
聞
悶
十
六
年
度

の
畜
犬
民
主
晶
昨
秋
承
狂

犬
病
予
波
注
射
敬
次

の
日
制
艇
で
行
な
い
ま

ナ
め
で
、
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
臨
時
弘
必

ず
綴
人
減
添
加
問
状
攻

ご
崎
町
ゑ
く
だ
苦
い
。

閣
の
尽
は
広
報
車
で

実
施
す
る
お
時
な
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す

※
注
射
お
よ
び
注
射

漆
譲
受
付
制
付
金

持
悼
、
二
百
六
今
田
川

で
す
。

摘
ん
府
臓
と
し
、
総
和
利
凶
十
八
年
同
悶

丹
か
ら
昭
和
閉
口
十
九
年
一
一
一
丹
ま

で
は
十
歳
未
神
的
mw
摘
ん
淡
に
拡

げ
協
和
附
間
十
九
年
期
間
月
か
ら

離
脱
滋
料
紙
管
休
や
s叫
闘
の
児
童
と
な

り
ま
す
。

支
払
和
金
額
凶
弘
、
友
人
銭
以
降

の
児
病
恩
に
特
月
し
、
同
月
掛
耕
一
一
一
千
四
日

が
支
払
駅
事
れ
ま
す
が
、
十
万
一

口
付
か
ら
す
で
に
ふ
申
役
所
内
線
殺

事
務
所
で
受
け
付
け
て
お
り
ま

す。
な
h

輔
、
所
得
制
間
後
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

総
社
官
事
務
一
波
ま
で
お
問
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

事室索

221金義議

文
化
祭
出
品
作
品
募
集

皆
さ
ん
の
日
療
の
胎
ww開
を
ぜ

ひ
お
寄
ぜ
く
だ
さ
い
ω

総
務

出叩
H

時
制
刑
制
桝
日
十
月
二
十
窓
口
H

ゆ
込
先
日
袋
一
戸
新
宿
…
一
一
二
ハ

結以泉州都制問

轡
糠
4
渡

市
ヤ
込
側
側
絞
り
・
十
尭
二
十
四
日

南
申
込
先
“
総
一

1
一一一、
gee-

一一一一…

日
夜
制
野
湾
総

条
件
付
:
学
級
以
淡
殺
の
こ
と

路

市

刑

事
込
州
制
限
リ
十
万
一
一
十
沼
野

申
込
先
日
肉
山
二

i
間関
1
八

袖
山
谷
金
次
的
開

務
-a

滋

出
叩
込
先
日
小
柊
四
時
一
蜜

品蹴…

1
一

菊
花

出
ヤ
叶
ぬ
允
り
〈
我
孫
子
地
反
一
〉

掛
体
列
清
三
九

本
町
一
一
i
一
一
d
l
一

〈
淵
闘
争
品
協
隊
、
一
千
弁
7
1

一

中
隊
て
一
一
一
凶
二

品品銭

出
申
込
先
日
パ
材
開
田
市
出
…
一
一

向日山凶…

i
七
I
一
隊

参
淡

申
込
先
日
市
役
市
内
救
済
愛
員
会

な
お
、
お
問
問
い
合
わ
伎
は
、

教
育
委
員
会
へ
お
側
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
へ
資
金
融
資

品協同
m保
証
に
も
と
づ
き
、
中

小
企
器
活
者
に
対
し
て
掛
既
品
羽
山
り
を

行
な
い
務
幾
臨
刊
余
の
貼
融
資
を
田
川

協
同
に
し
、
中
小
企
業
の
猿
朝
間
を

腐
る
た
め
で
す
。

資
格
は
、
総
鈴
子
市
に
ご
牛

以
上
引
曽
鋭
意
陥
出
…
後
し
、
独
立

の
袋
齢
制
-
常
務
む
ガ
で
す
。

V
一
企
業
者
の
翁
入
問
問
出
融
緩

運
転
資
金
に
つ
い
て
は
蕊
十

万
四
什
ま
で

後
綴
資
金
に
つ

方
開
υま
で

w
v甜
探

索

m
w
総
入
獄
側
関

波
紋
路
用
金
に
つ
い
て
は
十
ニ

カ
湾
総

乱
訳
出
掴
夜
食
に
ゆ
い
て
は
ご
十

回
カ
万
間
関

曹
幾
畿
の
機
入
制
相
率

明
雑
↑
転
資
金
に
つ
い
て
は
移

七
・
況
%
以
内

数
総
資
ム
蹴
に
つ
い
て
は
年

八
・
一
一
一
%
以
内

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
長
然
残
ヱ
潮
岬
ま
で
お
問

い
合
わ
佼
く
だ
さ
い
。

後
何
附
八
一
一
ー
一
一
五
一
番
内

線
一
一
二
九
番

お

詫

び

合
間
同
二
十
一
一
一
号
.
ニ
十
次
診

の
災
害
状
況
に
つ
い
て
、
十
万

一
自
発
行
の
ぶ
綴
あ
び
こ
世
間
一
一
一

対
闘
に
十
九
u
す
で
鵠
掲
載
す
る
予
恕

で
し
た
が
‘
部
制
緩
め
都
合
上
本

欄
掲
載
に
し
ま
し
た
&

ま
た
、
品
開
成
句
に
一
一
一
カ
係
国
時
ど
誤

学
が
あ
ち
ま
し
た
ζ

と
を
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
(
絞
殺
終
V

一
-
一
種
議
会
場
防
接
穣

一
点
級
機
会
一
ず
時
間
接
議
を
次
の

詩
梢
切
に
よ
り
突
泌
い
允
し
ま

ムす。V
叫路指一袋

初
間
関
・
協
和
田
十
六
年
一
一
一
月
一

門
誌
か
ら
昭
和
m
間
十
六
年

六
丹
波
十
阿
ま
で
の
出
出

場
ふ
阻
ん

加地

gmH附
明
和
刊
凶
間
十
凶
年
六
月
一

日
か
ら
開
閉
和
削
間
十
間
体

十
二
万
一
一
…
十
一
閉
ま
で

市
街
地
一
出
品

的
齢
制
時
的
数
当
者
で
未
後
緩
の

カ
は
こ
の
楠
明
会
を
ど
叙
隅
mく
だ

き
い
。な

お
‘
余
勢
マ
附
問
診
察
を
記

入
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
で

か
け
る
諮
の
体
還
を
総
定
し
て

き
で
く
だ
さ
い
。

出
吋
僚
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時

か
ら
三
終
ま
で
で
す
e

: 
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条例で泰寺じられています

1本に{サむ9.3裟E告に入ります

タバコ 1;1:市内で
ま
す
の
で
、
ご
税
問
問
く
だ
さ

も。L 
V
口
何
時
吋
十
月
，
γ
土
ハ
日
午
前

す
体
吋
か
ら
午
後
一
一
一
時
吋
ま
で

wv
場
開
閉
布
佐
支
際

短

時

現

会

文
依
然
刊
行
事
の
一
環
と
し

て
、
次
の
と
お
ち
短
歌
会
安
行

な
い
ま
す
。

V
話
時
十
一
月
二
十
八
日
午

前
前
十
件
吋
か
ら
午
後
回
特
ま
で

曹
欄
嚇
路
間
中
央
公
民
輪
開

軍
内
務
歎
評
、
総
務

V
議
簸
ア
ラ
ラ
ギ
総
務
姦
員

宜
同
問
閉
廷
俊
民

V
申
し
込
み
詠
草
ニ
普
を
鑑
別

舎
に
て
、
十
一
月
十
況
時
ま

で
む
寿
一
一
1
十
六
i
十
一

予
報
料
制
抑
制
嶋
敬
品
再
発
に
ハ
氏
名

指
中
丸
市
役
附
明
記
し
て
く
だ
さ

い
V品

少
く
市
民
救
護

然
派
閥
「
晶
伊
〈
市
民
教
室
」

・
敬
次
の
主
ho
争
行
な
い
ま
す
の

で
、
ど
参
加
く
だ
さ
い
。

wv
翁
臼
十
月
一
一
十
附
向
日

磁
の
場
合
は
十
一
月
十
四
日

V
議
会
出
時
間
及
び
場
所

午
夜
十
時
門
時
間
同
併
殺
守
ぱ

灘
北
原
作
仙
悶

V
時
間
続
揃
暗
闇
同
船
閑
竣

V
微
鏡
期
間
北
京

i
+観点
W
4守

!
中
将
摺
山
骨
骨
銑
i
e
'制作聞けの

井一一戸
l
J
V水
深
会
惜
押
徐
l
+

新
本
開
軌

な
お
、
当
日
手
質
問
問
ぺ

p
で

悶
間
交
を
と
り
ま
す
の
で
，
務
肉
阿

昼
食
、
水
組
問
、
新
蹴
附
雌
慌
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
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